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東
北
町
消
防
団(

安
江
福�

団
長)

の
出
初
め
式
が
一
月
五
日
、
北
総
合

運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
団
員
や
消
防
署
員
、
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
員
ら
約
三
百
二
十
名

と
、
ポ
ン
プ
車
な
ど
十
九
台
が
参
加
。

堂
々
の
分
列
行
進
を
行
っ
た
ほ
か
、

各
分
団
の
代
表
に
よ
る
ま
と
い
振
り

も
披
露
さ
れ
、
出
席
者
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
竹

内
町
長
が
功
労
者
を
表
彰
し

｢

町
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
ご
尽
力

く
だ
さ
い｣

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

表
彰
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略)
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▽
町
屋
裕
孝

(

上
北

第
一
分
団
部
長)

▽
小
坂
利
也

(

東

北
第
一
分
団
班
長)

▽
甲
地
勝
則

(

東
北
第
二
分
団
同)

▽
松
�
優

(

東
北
第
五
分
団
団
員)
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▽
本
間
誠

(

東
北
第
一

分
団
団
員)

▽
森
田
康
友

(

上
北
第

一
分
団
同)

▽
蛯
名
堅
次

(

上
北
第

二
分
団
同)

▽
坂
本
広
人

(

上
北
第

五
分
団
同)

▽
寒
川
隆
行

(

同)

▽

岡
山
昭
五
(

東
北
第
一
分
団
同)

▽

石
文
保

(
東
北
第
三
分
団
同)

▽
松

山
光
春

(

東
北
第
四
分
団
同)

▽
鶴

ケ
崎
徹

(

東
北
第
六
分
団
同)

▽
沢

田
裕
行

(

東
北
第
七
分
団
同)
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▽
浜
田
正
博

(

東
北

第
六
分
団
団
員)

▽
森
田
康
友

(

上

北
第
一
分
団
同)

▽
蛯
名
博
文

(
上

北
第
二
分
団
同)

▽
蛯
名
博
徳

(
上

北
第
四
分
団
同)

▽
大
坂
實

(

上
北

第
六
分
団
同)

▽
米
内
山
元

(

上
北

第
九
分
団
同)

▽
坂
本
義
宏

(

上
北

第
十
分
団
同)

▽
乙
部
定
憲

(

東
北

第
一
分
団
同)

▽
沼
山
直
人

(

東
北

第
二
分
団
同)

▽
藤
井
穣

(

東
北
第

三
分
団
同)

▽
乙
部
大
作

(

東
北
第

五
分
団
同)

▽
小
塚
宏
幸

(

東
北
第

七
分
団
同)

町
交
通
指
導
隊

(

林
恒
雄
隊
長)

と
防
犯
指
導
隊(

和
田
孫
兵
衛
隊
長)

の
合
同
査
閲
式
が
一
月
十
一
日
、
両

隊
の
隊
員
約
五
十
名
が
参
加
し
て
町

民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

式
で
は
竹
内
町
長
と
八
木
橋
直
美

七
戸
警
察
署
長
が
、
隊
員
一
人
ひ
と

り
の
服
装
や
手
帳
な
ど
の
査
閲
を
行
っ

た
あ
と
、
竹
内
町
長
が

｢

地
域
住
民

の
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
の
た
め

ご
尽
力
く
だ
さ
い｣

と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
八
木
橋
署
長
が
七
戸
警
察
署

管
内
の
交
通
事
故
と
防
犯
等
の
状
況

を
説
明
し
な
が
ら
、
隊
員
を
激
励
し

ま
し
た
。

千
曳
地
区
安
全
づ
く
り
協
議
会

(

大
久
保
武
憲
会
長)

は
十
二
月
二

十
一
日
、
千
曳
駐
在
所
管
内
の
独
り

暮
ら
し
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
家
屋

内
外
の
安
全
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
て
新
年
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
同
協
議
会
の
会
員
の
ほ

か
、
千
曳
駐
在
所
員
や
交
通
・
防
犯

指
導
隊
、
東
北
電
力
の
皆
さ
ん
ら
が

各
家
庭
を
訪
問
し
、
漏
電
箇
所
の
確

認
と
非
常
口
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か

な
ど
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
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と
う
ほ
く
天
間
農
協

(

岡
山
時
夫

代
表
理
事
組
合
長)

は
十
二
月
七
日
、

同
農
協
で
中
国
人
農
業
技
術
研
修
生

送
別
会
を
開
き
、
参
加
し
た
受
け
入

れ
農
家
ら
約
百
名
の
関
係
者
が
、
八

か
月
間
の
研
修
を
終
え
た
中
国
人
研

修
生
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

送
別
会
で
は
岡
山
組
合
長
が

｢

長

期
間
の
研
修
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま

た
東
北
町
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い｣

と
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
を
受
け
て
、
研

修
生
一
人
ひ
と
り
が

｢

長
い
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た｣

な
ど
と
、
研
修

期
間
中
に
上
達
し
た
日
本
語
で
お
礼

の
こ
と
ば
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

第
二
保
育
園

(

田
嶋
亨
園
長)

と

第
三
保
育
園

(
千
葉
智
園
長)

は
十

二
月
十
二
日
、
三
沢
米
軍
基
地
の
ソ

ラ
ー
ズ
小
学
校
の
児
童
を
招
待
し
て

交
流
会
を
行
い
、
ゲ
ー
ム
や
も
ち
つ

き
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
最
初
に
、
園
児
二
十

六
名
と
児
童
二
十
四
名
が｢

ハ
ロ
ー｣

と
元
気
に
あ
い
さ
つ
。
全
員
で
記
念

撮
影
を
行
っ
た
あ
と
、
い
す
取
り
ゲ
ー

ム
や
じ
ゃ
ん
け
ん
遊
び
な
ど
で
交
流

し
た
ほ
か
、
も
ち
つ
き
に
も
挑
戦
し
、

最
後
は
全
員
笑
顔
で
、
つ
き
た
て
の

も
ち
を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

い
き
い
き
教
室
が
十
二
月
十
四
日
、

上
北
小
学
校

(

向
後
秀
樹
校
長)

で

行
わ
れ
、
同
小
の
児
童
と
お
年
寄
り

が
さ
ま
ざ
ま
な
昔
遊
び
で
交
流
し
ま

し
た
。

会
場
と
な
っ
た
同
小
の
体
育
館
に

は
、
コ
マ
回
し
・
あ
や
と
り
・
け
ん

玉
・
お
手
玉
・
お
は
じ
き
の
五
つ
の

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
児
童
が
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー
を
巡
回
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
遊
び

方
や
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
い
、
上
手

に
で
き
る
た
び
に
、
会
場
内
の
あ
ち

こ
ち
か
ら

｢

ヤ
ッ
タ
ー｣

｢

で
き
た

よ｣

と
い
う
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し

た
。

町
で
は
一
月
七
日
、
満
百
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
た
小
笠
原
な
か
さ
ん
に

長
寿
祝
い
金
な
ど
を
贈
り
長
寿
を
た

た
え
ま
し
た
。

小
笠
原
さ
ん
は
明
治
四
十
一
年
、

乙
供
地
区
で
誕
生
。
子
ど
も
八
人
、

孫
十
八
人
、
ひ
孫
二
十
四
人
に
恵
ま

れ
、
二
年
前
か
ら
彩
香
園
ア
ル
テ
リ
ー

ベ
に
入
所
し
て
い
ま
す
。

同
施
設
で
開
か
れ
た
百
歳
を
祝
う

会
で
は
、
沼
尾
啓
一
収
入
役
が
小
笠

原
さ
ん
に
顕
彰
状
や
長
寿
祝
い
金
を

手
渡
す
と
、
施
設
利
用
者
約
七
十
名

が
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
を
歌
っ
て

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。
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東
北
町
柔
道
協
会
に
所
属
す
る
天

間
明
彦
さ
ん
、
阿
部
治
さ
ん
、
野
村

尚
人
さ
ん
の
三
名
は
十
一
月
上
旬
、

九
日
間
の
フ
ラ
ン
ス
海
外
遠
征
へ
参

加
し
、
ヴ
ァ
ロ
ー
ニ
ュ
市
で
開
催
さ

れ
た
第
十
七
回
ル
ネ
・
ル
ド
ウ
杯
柔

道
大
会
へ
出
場
し
た
ほ
か
、
合
同
練

習
な
ど
に
参
加
し
、
現
地
の
柔
道
ク

ラ
ブ
会
員
約
百
五
十
名
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

こ
の
遠
征
は
、
ヴ
ァ
ロ
ー
ニ
ュ
市

に
あ
る
柔
道
ク
ラ
ブ
と
か
ね
て
か
ら

交
流
の
あ
っ
た
、
大
三
沢
柔
道
協
会

が
招
待
さ
れ
た
も
の
で
し
た
が
、
三

名
は
以
前
か
ら
同
協
会
へ
出
向
い
て

稽
古
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同

行
す
る
こ
と
が
実
現
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
一
般
男
子
の
団
体
戦
に

出
場
。
準
決
勝
で
敗
れ
は
し

た
も
の
の
、
野
村
さ
ん
は
七

試
合
す
べ
て
で
一
本
勝
ち
す

る
な
ど
、
日
本
の
�
一
本
を

取
る
柔
道
�
を
見
せ
つ
け
ま

し
た
。

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
し

た
天
間
さ
ん
は

｢
フ
ラ
ン
ス

人
の
体
格
と
パ
ワ
ー
は
、
日

本
人
と
全
然
違
っ
た｣
と
貴

重
な
体
験
を
振
り
返
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
阿
部
さ
ん
は

｢

柔
道

以
外
に
文
化
面
な
ど
で
も
得

る
も
の
が
多
く
有
意
義
な
遠

征
で
し
た
。
こ
の
経
験
を
町

内
の
後
輩
た
ち
へ
伝
え
、
将

来
世
界
で
活
躍
す
る
よ
う
な

選
手
を
育
て
た
い｣

と
今
後

の
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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第
二
回
東
北
町
ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
こ
の
ほ
ど
開
催
さ
れ
、

参
加
し
た
男
子
十
一
チ
ー
ム
、
女
子

八
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�

①
上
北
ホ
ー
ム
ガ
ス
②
翔
友

会
③
味
処
た
な
か

�
�
�

①
小
川
原
②
た
ん
た
か
た
ん

③
キ
ャ
メ
ル

�������� ������ �������� ����������  !!

第
二
回
町
連
合
婦
人
会
室
内
運
動

会
が
一
月
二
十
日
、
町
民
体
育
館
で

行
わ
れ
、
町
内
の
八
チ
ー
ム
約
八
十

名
の
参
加
者
が
心
地
よ
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。

競
技
は
、
ボ
ー
ル
送
り
・
輪
投
げ
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
三
種
目
で
行

わ
れ
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技

で
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
を
展
開
。
婦
人

会
同
士
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
冬

の
間
の
運
動
不
足
を
解
消
し
て
い
ま

し
た
。

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
千
曳
②
新
町
③
新
舘
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公
民
館
講
座

｢

し
め
飾
り
作
り｣

が
十
二
月
二
十
一
日
、
上
北
地
区
公

民
館
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
町
民
が

し
め
飾
り
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

講
座
は
、
小
林
繁
さ
ん
と
高
松
文

男
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
行
わ
れ
、

約
二
十
名
の
参
加
者
は
、
縄
を
な
う

工
程
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
し
め
飾
り
は

年
神
様
を
迎
え
る
準
備
が
整
っ
た
こ

と
を
示
す
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
慣
れ
な
い
作
業
に
手
こ
ず
り

な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
新
年
の
願
い

を
込
め
な
が
ら
作
業
を
行
い
、
二
時

間
ほ
ど
か
け
て
立
派
な
し
め
飾
り
を

完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

:
;
�
<
=
�
>
�
�

�
�
?
@
A
@
B
C
D
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内
蛯
沢
地
区
町
内
会

(

蛯
沢
弘
志

会
長)

で
は
十
二
月
二
十
三
日
、
酒

田
吉
雄
さ
ん
方
で
内
蛯
沢
八
幡
宮
神

社
へ
奉
納
す
る
大
し
め
縄
を
作
り
ま

し
た
。

こ
の
し
め
縄
作
り
は
、
同
町
内
会

の
毎
年
恒
例
行
事
と
な
っ
て
お
り
、

今
年
も
酒
田
吉
雄
さ
ん
ら
ベ
テ
ラ
ン

勢
の
指
導
の
下
、
若
者
た
ち
が
五
人

が
か
り
で
、
直
径
十
㌢
と
二
十
㌢
の

し
め
縄
二
本
を
、
お
よ
そ
二
時
間
か

け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

完
成
し
た
し
め
縄
は
、
内
蛯
沢
八

幡
宮
神
社
の
境
内
と
鳥
居
そ
れ
ぞ
れ

に
奉
納
し
ま
し
た
。
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小
川
原
神
楽
連
中
保
存
会

(

小
笠

原
嘉
輝
会
長)

は
一
月
二
日
、
道
の

駅
お
が
わ
ら
湖
で
門
打
ち
を
行
い
ま

し
た
。

こ
れ
は
同
駅
の
初
売
り
に
合
わ
せ
、

商
売
繁
盛
を
願
っ
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
都
市
農
村
情
報
交
流
ス
ペ
ー
ス

で
権
現
舞
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
太

鼓
や
笛
、
手
平
が
ね
の
お
は
や
し
に

合
わ
せ
て
獅
子
舞
が
駅
内
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。

ま
た
、
一
年
間
健
康
で
過
ご
せ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
買
い

物
客
や
店
員
が
舞
獅
子
に
頭
を
噛
ま

れ
て
、
今
年
一
年
の
無
病
息
災
や
家

内
安
全
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。
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▽
沢
尾
造
園

(

沢
尾
登
社
長)

か
ら

門
松
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
に
続
い
て
二
回
目
で
、

寄
贈
さ
れ
た
門
松
は
役
場
本
庁
舎

の
玄
関
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

▽
暮
ら
し
と
健
康
を
考
え
る
会

(

中

根
久
美
子
会
長)

は
十
二
月
七
日
、

地
域
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
、
生
き
活
き
産
業
文
化
ま
つ
り

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
で
の
益

金
、
一
万
円
を
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

▽
上
北
職
業
能
力
開
発
校

(

甲
地
健

六
会
長)

は
十
二
月
七
日
、
地
域

福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、

生
き
活
き
産
業
文
化
ま
つ
り
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
で
の
益
金
、
三

万
一
千
円
を
町
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
付
し
ま
し
た
。

▽
玉
勝
温
泉
の
高
橋
あ
や
子
さ
ん
は

十
二
月
十
二
日
、
学
校
教
育
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
奨
学
基
金

に
五
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
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▽前立腺がん検診 (50歳以上の男性)
▽骨密度検診 (40・45・50・55・60・65・70
歳の女性)
※年度内に誕生日を迎える年齢です｡

２～３月にかけて､ 平成20年度の健診の申
込みを受け付けます｡ 健康は健診を受けるこ
とから始まります｡ 自分の健康は自分で守る
ためにも毎年健診を受けましょう｡
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生活習慣病は死因の６割､ 医療費の３割を
占める深刻な病気です｡ 生活習慣病の発生を
防ぐため､ その前段階であるメタボリックシ
ンドローム (内臓脂肪症候群) の疑いのある
方や､ 予備軍となる割合が高いとされる40～
74歳までの方を対象に､ これまでの基本健診
が ｢特定健診｣ に､ 事後指導が ｢特定保健指
導｣ に変わります｡
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現在､ 町の国民健康保険に加入されている
方や生活保護受給者へは､ 町から健診案内が
届きます｡ 社会保険等に加入されている方
(本人・家族) は加入している各医療保険者か
らの通知や広報などに注意してください｡ (加
入している医療保険は保険証で確認できます)
また75歳以上の方は､ 高齢者医療確保法に

基づき､ 青森県広域連合が健診を実施します｡
健診案内は国民健康保険の方と同様です｡
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メタボリックシンドロームになると､ 将来

生活習慣病になりやすいため､ 健診では内臓
脂肪型肥満を見つけ､ 生活習慣病の発症や重
症化を防ぐことを目的としています｡
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健診を受けることは､ 今の自分の体の状態
を知ることになります｡ 特定健診は治療中の
方も健診を受けることになります｡ 今までは
高血圧・糖尿病等の治療中の方は､ 健診を受
けない方も多かったと思いますが､ これから
の特定健診では健診対象になります｡ 特に40
～74歳の方で治療中の方は毎年健診を受けま
しょう｡
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｢保健指導｣ は３つのグループに分けられ実
施します｡
①情報提供のみ…メタボリックシンドローム
の危険性が少ない方
②動機づけ支援…メタボリックシンドローム
の危険性が出始めた方｡ 面接１回・電話等
で保健指導が行われます｡
③積極的支援…メタボリックシンドロームの
危険性が高い方｡ 面接３回・教室１回・電
話等で３～６か月間にわたり保健指導が行
われます｡
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▽胃がん検診 (30歳以上)
▽大腸がん検診 (30歳以上)
▽肺がん検診 (30歳以上)
▽乳がん検診 (30歳以上の偶数年齢女性)
▽子宮がん検診 (20歳以上の偶数年齢女性)
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４月１日から､ 75歳 (寝たきり等の一定の障害があると認定された65歳) 以上の方は ｢後期高齢者医
療制度｣ に加入することになります｡

��������	
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・後期高齢者医療制度の被保険者証 (カードサイズ) が､ １人に１枚交付されます｡
・現在老人保健の医療受給者証の交付を受けている方と､ ４月30日までに75歳に到達する方には､ ３月
下旬に役場から送付されます｡ ５月１日以降75歳に到達する方には､ 75歳の誕生日までに送付されま
す｡

��������

・保険料は､ 被保険者一人ひとりに納めていただくことになります｡
・青森県の保険料は､ 低所得者等の軽減措置を踏まえて､ 一人当たりの平均額が年額46,374円となりま
す｡
・保険料は､ 所得に応じて負担する ｢所得割額｣ [(総所得金額等－基礎控除額33万円)×所得割率7.41
％] と､ 被保険者全員が一律に負担する ｢均等割額｣ (年額40,514円) があり､ この２つを合算した
ものになります｡ (実際に納付していただく保険料の年額は100円未満切り捨て)
・所得の低い世帯の方には､ 所得の区分に応じて均等割額が軽減 (７割・５割・２割) される措置があ
ります｡
・激変緩和措置として､ 被用者保険(社会保険等)の被扶養者で､ 現行保険料負担のない方は､ 平成20年
４月から９月までの半年間は保険料を徴収されず､ 10月から平成21年３月までは保険料 (均等割額)
が９割軽減されます｡

�����������

・年金が年額18万円以上で､ 介護保険料との合算額が年金受給額の２分の１以下の方は､ 年金から保険
料が天引き (｢特別徴収｣という) されます｡ 平成20年４月の年金支給時から仮徴収が始まりますが10
月の年金支給時から､ 確定した保険料で特別徴収されます｡
・特別徴収以外の方は､ 役場から７月に送付される納付書により､ 最寄りの金融機関等で保険料を納め
ていただきます (｢普通徴収｣ という)｡
・被用者保険 (社会保険等) の被扶養者で激変緩和措置の対象となった方は､ 10月から保険料を納めて
いただきます｡

������������ !�"#���$%����

・障害認定による老人医療受給者も､ ４月から後期高齢者医療の被保険者となります｡ (取り下げもで
きます※１)
・現在加入している健康保険証の資格喪失の手続きが必要となります｡ 国民健康保険の加入者は役場町
民課で､ 社会保険等の加入者は保険証の発行機関で資格喪失手続きをしてください｡ 資格喪失の手続
きを怠ると､ 後期高齢者医療制度と現在加入の健康保険からの二重の保険料が課せられる場合があり
ます｡

(※１) 障害認定取り下げ請求について
後期高齢者医療に移行した場合､ 新たに保険料の負担が発生するなどの理由から､ ご本人の意思に
より取り下げ申請することで後期高齢者医療制度に加入しないこともできます｡ ただし個々のケース
により利益・不利益の状況が異なりますので､ 取り下げ申請についてはご相談ください｡

�&'() ▽役場 町民課 後期高齢者医療担当 TEL0176-56-3111又はTEL0175-63-2111
本庁舎 (内線151) ・分庁舎 (内線547)

▽青森県後期高齢者医療広域連合 TEL 017-721-3821
URL http//www.aomori-kouikirenngou.jp
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｢ねんきん特別便｣ につい
ては､ 昨年12月から今年３月
までに､ ご本人の基礎年金番
号に記録が結びつくと思われ
る方にお送りし､ その後今年
４月から10月までに､ その他
のすべての方々にお送りする
こととしていますが､ 社会保
険庁にご本人よりお届けいた
だいている住所について､ 変
更の手続きがお済みでない場
合には､ お届けできないこと
から､ 次の事項についてご協
力をお願いしたいと考えてい
ます｡
��������	
��
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住所変更の届出がお済みで
ない方は､ 大切な ｢ねんきん
特別便｣ をお届けできません｡
住所の変更・訂正はご自身に
よる手続きが必要となります
ので､ お手数ですが次の手続
き先で手続きをお願いします｡
▽国民年金第１号被保険者
－役場の窓口
▽厚生年金加入者及び
国民年金第３号被保険者
－厚生年金加入者の勤務先
▽年金受給者
－お近くの社会保険事務所
����
��	�����

基礎年金番号に結びついて
いない約５千万件の記録につ
いて､ 現在名寄せを実施し､
記録の統合に向けた取り組み
を進めています｡ 名寄せに結
びつく可能性のある記録を探

すためにも､ 結婚等で名字が
変わられた方で氏名変更のお
届けがなされていない方は､
早急に氏名変更をしていただ
く必要があります｡
��������� �!"�
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｢ねんきん特別便｣ では､
社会保険庁が把握している加
入記録をお知らせしています｡
ご自身の記録に漏れがないか
十分にご確認いただき､ 訂正
がない場合には､ 同封の ｢確
認はがき｣ を､ 訂正がある場
合には ｢年金加入記録照会票｣
を必ず提出していただきます
よう､ お願いします｡
��������� ��)*

+,-./01

2*+34－３月19日(水)
午前11時～午後３時30分
25�－町民文化センター
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今までは､ 厚生年金保険料
が給与天引きされていても､
事業主から保険料の納付や厚
生年金の資格などの届出がな
かった場合であって､ 保険料
の徴収権が時効消滅となる２
年を経過したときは､ その記
録は年金に反映されていませ
んでした｡
これからは､ 厚生年金法の
成立により､ 厚生年金保険料
の給与天引きがあったことが
年金記録確認第三者委員会で
認定されたときは､ 年金記録
が訂正されて年金額に反映さ
れます｡

�678

青森社会保険事務所
TEL 017-734-7495 (代表)
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青森県交通事故相談所では､
交通事故に遭った場合､ どん
な賠償請求ができるのか､ 損
害賠償の額はどれくらいか､
賠償金の支払いはどうしたら
よいか､ 示談の仕方は､ など
専門の相談員が相談に応じて
います｡
相談は無料で､ 面接相談や
電話相談のほか､ ファックス
や手紙での相談にも応じます｡
なお相談される方は､ あら
かじめ次のことを確認して来
所すると､ 相談が進めやすく
なります｡
▽事故の日時・場所・状況
▽けがの程度と入通院の状況
▽被害者・加害者の住所・氏
名・年齢・職業
▽自動車の持ち主と自賠責保
険及び任意保険の会社名
▽交通事故証明書 (写し)
▽事故に関する通知文書など
参考となるもの

����－月曜日～金曜日
(土日・祝祭日は除く)

�����－午前８時30分～
午後５時15分 (面接相談は
予約が必要です)

���	－青森県交通事故相
談所 TEL 017-734-9235
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日本赤十字社は､ 国内外で
の災害救援活動をはじめ､ 赤
十字奉仕団によるボランティ
ア活動や救急法等の講習普及
活動などを広く行っています｡
これらの活動の財源は､ 毎年
皆さんから寄せられる活動資
金 (社資・寄付金) によって
賄われています｡
『あなたの身近に赤十字…』
をスローガンに､ 今年も２月
１日から ｢赤十字社員増強運
動｣ を実施し､ 活動資金を募
集します｡ 皆さんのお宅に地
域の行政連絡員及び班長がお
伺いしますので､ 赤十字の活
動資金にご協力くださるよう
お願いします｡
昨年､ 町民の皆さんにご協
力いただいた社費・義援金は､
○社資増強運動 3,287,200円
○新潟県中越沖地震義援金
50,976円
○海外たすけあい義援金
28,188円でした｡
ご協力ありがとうございま
した｡

���	－役場福祉課
TEL 0176-56-3111又は
TEL 0175-63-2111
(内線141・526)
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東北町では､ 今冬の灯油価
格の高騰を受け､ 子育て世帯
及び低所得者世帯等の経済的
負担の軽減を図るため､ 灯油
購入費の一部を助成します｡
申請期間は��������	


となっておりますので､ お
済みでない方は申請してくだ
さいますようお願いします｡
�
��－月額2,000円
(１～３月の３か月間)
合計6,000円

�
�
�������

１月１日現在東北町に住民
登録があり､次のいずれかに該
当する世帯｡【対象世帯には
申請書等を送付しています】
▽０～６歳到達後最初の３月
31日までの子がいて､ 所得
税額が保育料国基準額１～
４階層に該当する世帯
▽０～18歳到達後最初の３月
31日までの子が３人以上い
る世帯
▽75歳以上の高齢者がいる住
民税非課税世帯 (介護保険
料激変緩和世帯含む)
▽重度心身障害者 (３級内部
障害含む) がいる住民税非
課税世帯
▽住民税非課税の母子・父子・
寡婦世帯
▽生活保護世帯
※社会福祉施設・老人障害者
等向け集合住宅などに入所
又は入院している方がいる
世帯は､ 助成を受けられま
せん

������	－役場福祉課
TEL 0176-56-3111又は
TEL 0175-63-2111
▽本庁舎 (内線140)
▽分庁舎 (内線521)

����������

�� �－10時～12時

����－役場本庁舎

２階休養室

※��
������	


お問い合わせください
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例年３月は､ 移転登記 (名
義変更) ・抹消登録 (廃車) ・
変更登録 (住所変更) 等の手
続きで､ 運輸支局及び事務所
の窓口は大変混雑します｡ 各
手続きは３月上旬までにして
いただくようお願いします｡
また同様に､ 継続検査 (車
検) も混雑します｡ 車検は１
か月前から受けることができ
ますので､ お早めに受検して
いただくようお願いします｡
自動車の登録手続きについ
ては､ 東北運輸局青森運輸支
局のテレフォンサービス (TEL
050-5540-2008) を､ 検査の
諸手続き及びユーザー車検の
予約は電話予約 (TEL050-5540-
2108) をご利用ください｡

����������

��������	
�

｢すべてを金づるにする｣
それが暴力団の姿勢です｡
�����
����
�

｢金が腐れ縁の元｣ 暴力団
を支援・容認することになり
ます｡
��������
�

恐れは ｢誤ったイメージか
ら｣ 恐れることは暴力団を助
長させます｡
◇暴力団で困ったことがあっ
たら､ お気軽に相談くださ
い｡
◆(財)暴力追放青森県民会議
TEL 017-723-8930

������ !"
#$%&'$�()

道路特定財源の暫定税率に
ついての取り扱いが３月末で
期限切れとなるため､ 延長す
べきか廃止すべきか､ 国民的
な議論が活発化しています｡
���������

使いみちを道路関係に限定
した､ ガソリン税などによる
財源のことです｡
�������

道路整備を促進するため､
ガソリン税などに本来の２倍
程度を暫定的に適用している
税率のことです｡
����� !�"#$

%&��
��

暫定税率の適用期間が延長
されないと､ ガソリンが１㍑
あたり約25円安くなる一方､
青森県や県内市町村の道路関
係に使うお金が約47％､ 総額
で370億円程度落ち込み､ そ
の結果､ 新たに道路が造れな
くなるだけでなく､ 道路の維
持・補修や除排雪などに支障
がでることが予想されます｡
また上北横断道路をはじめ
とし､ これまで進めてきた道
路整備も止めざるを得なくな
り､ 東北町の道路整備計画に
も大幅な遅れが生じることに
なります｡
�'()*+,-./01

����23
4�567

県・町村会及び町村議長会
などからなる県内地方６団体
は１月17日､ 青森県緊急総決
起大会を開催し､ 真に必要な
道路整備が計画的に進められ
るよう､ 道路特定財源の暫定
税率維持について､ 国や関係
機関への要望活動を強化して
いくことを確認しました｡
�89:－役場建設課

* + ,-./01�
23456789:45

青森県では､ 納税証明書の
交付申請の際､ 窓口においで
いただいた方の身分確認と､
代理人申請の場合の委任関係
確認を行っています｡
県税に関する納税証明書の
交付申請手続きを行う方に対
しては､ 納税義務者本人､ 代
理人にかかわらず､ 運転免許
証・健康保険証等の､ 公的な
機関が発行したものにより身
分確認を行いますので､ 申請
時にはこれらの書類のうちい
ずれかの提示が必要となりま
す｡ また､ 自動車税納税証明
書の申請には､ 自動車検査証
(コピー可) の提示も必要と
なります｡
なお､ 納税義務者が代理人
を通して申請手続きを行う場
合には､ 実印によって委任状
を作成し､ その印鑑登録証明
書の原本を添えて申請してく
ださるようお願いします｡ た
だし継続検査用の自動車税納
税証明書申請の場合は､ 当分
の間､ 印鑑登録証明書は不要
です｡
�89:－上北地域県民局県
税部管理課
TEL 0176-22-8111
(内線205)
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今年も県南地区における農
村の優れた伝承技術や農産加
工品農産物を紹介する､ ふる
さと名物味まつりが開催され
ます｡
21回目の今回は､ 県南の５
市町から19団体が参加｡ 東北
町からは紫黒米栽培研究会
(蛯名昇会長) が出店します｡
���－２月16日(土)

～２月19日(火)
午前９時～午後６時

���－イオンスーパーセン
ター十和田店 特設会場
����－ふるさと名物味ま
つり実行委員会(竹ヶ原)
TEL 080-5565-2575

����������
����� !

平成19年分消費税及び地方
消費税の申告書の作成方法に
ついて､ 説明会を開催します｡
�	�－２月14日(木)
�
�－十和田市南公民館
���－▽消費税課税事業者

簡易課税適用者
【10：00～12：00】
▽消費税課税事業者
一般課税適用者
【13：30～15：30】

"#�$%&'!��

�	�－▽２月25日(月)
～２月26日(火)
▽３月３日(月)
～３月７日(金)

���－午前９時～正午
午後１時～午後４時

�
�－十和田税務署
申告書作成会場内

��

����
����

���－十和田税務署
TEL 0176-23-3151
※確定申告に関する電話は､
電話相談センターにおつな
ぎします｡
電話相談センターには､ 東
北税理士会の会員税理士も
従事しています｡

ゴミの減量化や資源ゴミのリサイクル率向上を図ることから､ ４月から家庭ゴミの分別及び
収集方法が一部変更になります｡

※詳しくは､ ３月に配布される ｢ゴミ収集カレンダー｣ 及び ｢ゴミの分け方､ 出し方のポス
ター｣ をご覧ください｡
◆問合せ－役場保健衛生課 東北町保健福祉センター (TEL 0175-63-2001)

上北保健福祉センター (TEL 0176-56-2933)

(((())))****++++,,,,----....////0000111122223333����4444����
55556666777788889999::::������������
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�－２月16日(土)
２月17日(日)

13時～ (受付11時～)
	�
－銀粘土を使って手作
り指輪やペンダントを作り
ます｡
	���

▽指輪コース－1,500円
▽ペンダントコース

－1,000円
����������

	
�－２月23日(土)
２月24日(日)

13時～ (受付11時～)
	�
－自作のガラス玉 (と
んぼ玉) を使ったペンダン
ト作りを体験します｡
	���－500円
����－三沢航空科学館
TEL 0176-50-7777
URL http://www.koku

Kagaku.jp/

上北地区の下水道・農集排使用料は､ これまで使用した月から
２か月後に納付依頼をしていましたが､ 東北地区との使用料シス
テムの統一に伴い､ ３月から使用した月の翌月に納付依頼をする
ことになりました｡
これにより､ ３月の下水道・農集排使用料は､ ２か月分 (１月
と２月の使用分) の納付をお願いすることになります｡
なお口座振替日は､ これまでと同様毎月25日､ また東北地区の
納付については､ これまでと変更はありません｡

����－役場下水道課
TEL 0176-56-3111又はTEL 0175-63-2111(内線120･121)

納付する月 使用した月 (新) 使用した月 (旧)
１月 11月分
２月 12月分
３月 １･２月分 (２か月分) １月分
４月 ３月分 ２月分
５月 ４月分 ３月分

��������	
��
��
��������������

��������	
�����
�������������

�������������
������� 

!�	��"#$%&$'()*+

,--./001112.34526787392:;2<.0=49=,7>4>0?4>89>?69;9

0?6-49>7,92,-8:

���������	
���
�

スポーツ・文化・ボランティア活動などの団体活動に最適な保険です｡
(５名以上の団体でご加入ください)

����－(財)スポーツ安全協会青森県支部
〒038－0021青森市安田近野234－７ (財)青森県体育協会内
℡017－782－6984 (電話受付時間は平日午前９時～午後５時)
※詳しくは､ ホームページ (http://www.sportsanzen.org) をご覧ください｡

��������� !"#$%&'(#�)

�� !"#$% ��������	
�����
���

対象となる事故 ・グループ活動中の事故 ・往復中の事故

保 険 期 間 毎年４月１日午前０時～翌年３月31日午後12時 ※年度途中で加入された場
合､ 加入手続きを行った翌日から３月31日までとなります｡

掛 金 １人年額500円～9,000円 (団体の活動内容・年齢構成等により異なる)
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�����－平成20年４月１日から平成21年３月31日まで１年間
����	
��
��－役場本庁舎２階 総務課の窓口まで

TEL0176-56-3111又はTEL0175-63-2111 (内線225)
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